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聖霊降臨節第 21 主日                No. 42 
 

主日礼拝   
 

前奏 コラール前奏曲 

「今やこの世に別れを告げて」(J.ブラームス) 
 

参集 （報告 ･ 紹介 ･ 予定） 
 
招詞  

「わたしは心を尽くして主に感謝をささげ 

驚くべき御業をすべて語り伝えよう。 

いと高き神よ、わたしは喜び、誇り 

御名をほめ歌おう。」      （詩編 9:2，3） 

 

頌栄  24 「たたえよ 主の民」 
   

 

 
 

 

 
 
 

 

 

十戒交読 
司式者 わたしはあなたの神、主であって、あなたを 

エジプトの地、奴隷の家から導き出した者である。 
会 衆  サント サント サント（讃美 85） 
司式者  あなたはわたしのほかに、なにものをも 

神としてはならない。 
会 衆 主なる神よ、われらをあわれみ給え。 
司式者  あなたは自分のために、刻んだ像を造っては 

ならない。 
会 衆 主なる神よ、われらをあわれみ給え。 
司式者 あなたは、あなたの神、主の名を、みだりに 

唱えてはならない。 
会 衆 主なる神よ、われらをあわれみ給え。 
司式者 安息日を覚えて、これを聖とせよ。 
会 衆 サント サント サント（讃美 85） 
司式者 あなたの父と母とを敬え。 
会 衆 主なる神よ、われらをあわれみ給え。 
司式者 あなたは殺してはならない。 
会 衆 主なる神よ、われらをあわれみ給え。 
司式者 あなたは姦淫してはならない。 
会 衆 主なる神よ、われらをあわれみ給え。 

司式者 あなたは盗んではならない。 
会 衆 主なる神よ、われらをあわれみ給え。 
司式者 あなたは隣人について、偽証してはならない。 
会 衆 主なる神よ、われらをあわれみ給え。 
司式者 あなたは隣人の家を貪ってはならない。 
会 衆 サント サント サント（讃美 85） 

 
85 「サントサントサント」 

 
 
 

 
 
 
 

 

 

祈祷 
 

献金 
 

主の祈り 
天にまします我らの父よ、 

ねがわくは み名をあがめさせたまえ。 

み国を来らせたまえ。 

みこころの天になるごとく 

地にもなさせたまえ。 

我らの日用の糧を、今日も与えたまえ。 

我らに罪をおかす者を我らがゆるすごとく、 

我らの罪をもゆるしたまえ。 

我らをこころみにあわせず、 

悪より救い出したまえ。 

国とちからと栄えとは限りなくなんじのもの 

なればなり。 

アーメン。 
 

賛美 32「キリエ・エレイソン」 

 

 

 

 

 

 

 

 

聖書 ルカによる福音書 17:20～37 
                   新約(新共同訳)P143 

 

 20 ファリサイ派の人々が、神の国はいつ来るのか

と尋ねたので、イエスは答えて言われた。｢神の国

は、見える形では来ない。21『ここにある』『あ

そこにある』と言えるものでもない。実に、神の

国はあなたがたの間にあるのだ。｣22 それから、



イエスは弟子たちに言われた。｢あなたがたが、人

の子の日を一日だけでも見たいと望む時が来る。

しかし、見ることはできないだろう。23『見よ、

あそこだ』『見よ、ここだ』と人々は言うだろう

が、出て行ってはならない。また、その人々の後

を追いかけてもいけない。24 稲妻がひらめいて、

大空の端から端へと輝くように、人の子もその日

に現れるからである。25 しかし、人の子はまず必

ず、多くの苦しみを受け、今の時代の者たちから

排斥されることになっている。26 ノアの時代にあ

ったようなことが、人の子が現れるときにも起こ

るだろう。27 ノアが箱舟に入るその日まで、人々

は食べたり飲んだり、めとったり嫁いだりしてい

たが、洪水が襲って来て、一人残らず滅ぼしてし

まった。28 ロトの時代にも同じようなことが起こ

った。人々は食べたり飲んだり、買ったり売った

り、植えたり建てたりしていたが、29 ロトがソド

ムから出て行ったその日に、火と硫黄が天から降

ってきて、一人残らず滅ぼしてしまった。30 人の

子が現れる日にも、同じことが起こる。31 その日

には、屋上にいる者は、家の中に家財道具があっ

ても、それを取り出そうとして下に降りてはなら

ない。同じように、畑にいる者も帰ってはならな

い。32 ロトの妻のことを思い出しなさい。33 自分

の命を生かそうと努める者は、それを失い、それ

を失う者は、かえって保つのである。34 言ってお

くが、その夜一つの寝室に二人の男が寝ていれ

ば、一人は連れて行かれ、他の一人は残される。

35 二人の女が一緒に臼をひいていれば、一人は連

れて行かれ、他の一人は残される。｣36†37 そこで

弟子たちが、｢主よ、それはどこで起こるのです

か｣と言った。イエスは言われた。｢死体のある所

には、はげ鷹も集まるものだ。｣ 
 
賛美 475「あめなるよろこび」 
 

 
 

 

説教 「すでに始まっているその時」 
 
賛美 362「創造の主」 
  

 
  

 
 

派遣 
 

司式者  主は言われます｡ 
       ｢わたしは誰を遣わすべきか｡｣ 

会 衆   わたしがここにおります。 
            わたしを遣わして下さい。 
 

祝祷 
 

アーメン 
  
 
 
 

後奏 トッカータ ロ短調(E.ジグー) 

 
 

司 式 光成 由樹 
説 教  向井 希夫牧師 
奏 楽 髙橋 孝子 

 
※お立ちになるのが困難な方は、 

座ったままで礼拝をお守り下さい。 
※讃美歌の最後には、基本的に「アーメン」を付けません。 

 
先週の統計 

主日礼拝      50 人／主日祈祷会      3 人 
子どもの礼拝  15 人 

 
本日の集会 

・こどもの礼拝 （司：ﾋﾟｱｰｽ麻里 説：坂本～洋光幼稚園）   9:30 
・主日祈祷会                               10:10 
・賛美歌練習                   10:15 
・主日礼拝                 10:30 
                 


